
令和４年度　江戸川区立篠崎第四小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント
・児童の実態に合った授業を行う。 ・校内研究として全教員が授業公開を行う。

・外部指導員の補習のあり方の見直しを図る。 ・外部指導員を活用し、１学年に対し年３５時間の補
習教室を行う。

・掲示物など環境を整えることで、授業や休み時間に
運動することを楽しみ、できたという経験をもたせる。

・主運動につながる補助運動を入れた授業や掲示物
の工夫をし、授業観察を年に1回行う。
・体育の授業の初めに持久走などを取り入れ、持久
力を伸ばす。

B B

・授業で学習カードを活用するなど児童自身がめあ
てをもって取り組め、ICTを使うことで、管理職も日頃
から授業内容を確認することができた。 B

・ボッチャなど体育が得意でない子供たちも体を動か
す楽しさを感じてほしい。

・体育が好きではない児童にもスモールステップで行
えるよう、授業内容や場の工夫を考え、整えていく。

・持久走だけではなく、長縄に対しても学年で取り組
めた。

・日常的に体を動かせる体制を整える。

・読書を通じた探究的な学習の実
施・充実

・学年に応じた読書科における探究的な授業展開を
行う。

・学校のことに関するアンケート（自校作成）において
読書が好きと答える児童を90％とする。
・探究的な授業展開を年３回計画する。

B B

・校内OJTで読書科の意義や授業例を行い、全学年
で探究的な学習を行うことができた。全国の「調べる
コンクール」で佳作に選ばれる児童もいた。

B

・図書センターを整備し、読書しやすい環境を整えて
ほしい。

・学校としての系統性のある探究的な学習の取り組み
を行う。
・「調べる学習コンクール」を活用する。

・子供たちの健全育成に向けた取組 ・全学年、アンケート・全員面接を実施する。
・必要に応じて、ケース会議を設ける。

・担任やSCによる児童アンケート・面接を７月に１０
０％実施する。
・毎月いじめ防止対策委員会を行う。

A B

・7月に児童アンケート、面接を行っただけではなく、
必要に応じてアンケートや面接を行った。
・毎月いじめ防止対策委員会を行い、共通理解を図
れた。 B

・悩みを抱えている児童に寄り添ってほしい。 ・月1回、いじめ防止対策委員会を今後も続けるととも
に、未然防止のため、職員打ち合わせを生かして、心
配なことだけではなく、クラスの様子も共有する。

・教育活動についてホームページ等で発信し、共通
理解を図る。

・外部諸機関の情報を得て、互いに共有できる体制
を図る。

・HPは月に３回、学年だよりは月に１回、家庭や地域
に向けて発信する。
・年に３回学校評議委員会を行う。
・年に１回、児童や保護者、地域にアンケートをお願
いする。

・月に１回児童相談所との情報共有を行う。
・週に１回SSWとの情報共有を行い、連携を図る。

B

B

B

B

・学年によって差はあるが、HPは月に３回、学年だより
は月に１回、家庭や地域に向けて発信し教育活動を
知らせることができた。
・年に３回学校評議委員会を行い、助言をいただい
た。
・年に１回、児童や保護者、地域にアンケートをとり課
題をもつことができた。

・月に１回児童相談所との情報共有をしたり、経過に
ついて確認をしたりすることができた。
・週に１回SSWとの情報共有を行い、連携を図ること
ができた。

B

B

・ホームページで教育活動を知ることができ、今後も
続けてほしい。

・児童の変化に気付いたり、悩みを相談できたりする
学校であってほしい。

学校と家庭、地
域、関係機関との
連携強化

学校関係者評価の充実

SSW、児童相談所等との
連携

教育活動の改善・充実に向けた学校
関係者評価の実施・改善

配慮の必要な児童への支援

・家庭・地域にHP、学校だより等を活用して教育活動
を発信する。
・学校評議委員会で学校経営方針や教育活動につ
いて理解を深める。
・学校アンケートを活用し、課題を把握し改善を図る。

・情報の共有
・有効な手立ての検討

・自身の仕事の在り方の見直しをさせ、超過勤務時間
を80時間以上の教員が0名となるよう意識を向上させ
る。

・教員の配置に変更があり、専任教諭を続けることが
できなかった。
・単元ごとに交換授業を行い、教科担任制への意識
をもつことができた。

B

・先生の得意分野を生かした教育活動を行ってほし
い。

・教科担任制と合わせて、外国語専任教員を生かせ
るよう、年間を通して計画を立てたり、時間割を作成し
たりする。

・校内研究でも教科と関連を図り、位置付けることが
できた。
・子供たちにSDGｓが無理なく意識付けされている。 B

・身近なことにSDGｓがあることに気付き、無理なくす
すめてほしい。

・身近なことや他教科と結びつけ、今後も行っていく。
・特別なことではなく自然と意識できる児童を育成す
る。

・早く帰るという意識が低い教員がいる。体調を崩すこ
とにつながるため、意識の改善が必要である。

特色ある教育の
展開

「学校における働き方改
革プラン」

「学校における働き方改革プラン」に
基づく取組の実施

・一斉退勤日には会議を入れず早く帰ることができる
環境を整える。
・SSS等を活用し、効率化を図る。
・超過勤務時間が４５時間以上にならないよう意識を
向上させる。

・月に１回一斉退勤日を設ける。
・SSS等を毎日活用する。
・出退勤システムや１８：５０の音楽を生かし、超過勤
務８０時間以上の教員を０人にする。

B C

・会議を減らすなど体制は整えているのだが、超過時
間が100時間を超えた教員が2名、80時間を超える教
員が3名いる。 C

外国語専任教諭の活用
教科担任制

・３年以上の外国語専任教諭による
授業の実施。
・担任の特性を生かし、交換授業を
行う。

・３人の専任教諭が授業を行うことで、学習内容の充
実を図る。
・交換授業を行い、学習内容を機会均等とする。

・３，４年は週に１回、５，６年は週に2回専任教諭によ
る外国語の授業を行う。
・学期に1回各学年で交換授業を行う。 B

SDGsに関する教育 ・全クラス・全専科によるSDGｓに関す
る教育活動の実施。
・校内研究「社会科」と関連付ける。

・「見付ける」「調べる」「やってみる」の観点をもち、全
校で取り組む。
・校内研究「社会科」と関連付けることでSDGｓに関す
る教育の指導法の工夫を考える。

・学期に１回は各クラス、専科で行う。また、委員会活
動など特別活動にも位置付ける。
・各クラス、専科で年１回校内研究でSDGｓに関連した
授業を行う。

A

C

B

特別支援教育の
推進

読書科の更なる充実

B

・「良いところ見付け」はどの学級でも行った。
・巡回指導員の研修を年に一度行い、配慮の必要な
児童の特性に対する対応策を学んだ。
・週に一度、児童の記録を共有し、実態把握をするこ
とができた。

B

・どの児童も大切に育ててほしい。 ・配慮の必要な児童への適切な環境の確保。
・対応する人員の調整。

子供たちの健全育成

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた個に応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充
実

・「良いところ見付け」を全クラスで行い自他ともに認
めあったり、尊重し合ったりする態度を育てる。
・巡回指導教員との連携を図り、児童理解に努める。

・副籍学級との情報共有を図る。

・「良いところ見付け」は授業及び帰りの会等で毎日
行う。
・年度末に「頑張った賞」を出す。
・巡回指導教員とのOJTを年に一度行う。
・週に１度、児童の記録を共有する。
・月に１度、学校だよりや学年だよりで情報共有を図
る。

A

A

・全教員が授業を行った。授業の構成、学習コンテン
ツに意識をもつことができた。

・年35時間の外部指導員を活用した補習教室を行っ
た。担任との指導内容の共有が課題となる。 B

・子供たちが意欲をもてるような授業や活動を今後も
行ってほしい。

・わかりやすい授業を行うためにユニバーサルデザイ
ンを取り入れる。

・外部指導を生かしたCD層の底上げを行う。

学校教育目標

・よく考え、つくり出す子～学び大好き～
・みんなとともにのびる子～みんな大好き～
・たくましく生きる子～自分大好き～

「豊かな学びと人と人とのふれあいのある学校」
「教職員や友達と学び合い、高め合うことが楽しいと思える児童」
「様々な学習や体験活動を通して人とふれあう中で、子供たちの成長を促す教師」

前年度までの学校経営上の
成果と課題

〈成果〉・ＧＩＧＡスクール構想に向けて、研修会を実施し、タブレットの導入を生かし、オンラインの活用ができた。
　　　　 ・校内研究を全学級・専科が行い、学習指導力の向上を図ることができた。
〈課題〉・iPadを使った授業の工夫や家庭学習のあり方を考える必要がある。
　　　　 ・コロナ禍の状況でもできる学校行事等の見直しが必要である。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・７つの主な事業（取組）に対しての
学校の組織的な対応による取組の
実施・充実

A

体力の向上 ・「運動意欲の向上」に向けた取組の
実施・充実


